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１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

保

育

活

動

等 

園は、子供の主体的な活動を

促す教育の実施に努めている

か。 

Ａ 

・コロナ禍で様々な遊びや活動に制限や変更があったが発達

を捉え、何を育てたいか、どのように育ってほしいのかを明確

にもち、日々の活動や行事に取り組んだことが成長につながっ

た。今後も子供たちが自ら考える、友達と一緒に取り組む等、

主体的な活動を促せるような内容を提示したり、時間や場の保

障をしたりする。 

Ａ Ａ 

 園は、特別な支援を必要とす

る幼児に対して、組織的に適切

な支援を行っているか。 

Ａ 

・より適切な支援を行えるように、年間３度(４，９，１月)、

講師を招聘し、助言いただいたことを基に、全職員で支援の方

法について共通理解する。保護者、担任、支援員と指導や支援

の方針を話し合うようにする。 

Ａ Ａ 

 園は、幼児の将来の自立に向

けた保育活動・相談活動に取り

組んでいるか。 

Ｂ 

・新しい時代に求められる資質能力を身に付けることを重要

視し、保育活動を行う。基本的な生活習慣、自分なりに考える、

友達と思いを伝え合い協力し合う、最後までやり遂げる等の経

験を重ねていかれるようにする。 

Ｂ Ｂ 

 園は、教員の指導力を高める

ために組織的に取り組んでいる

か。 

Ａ 

・若手教諭が中堅教諭の保育を見る機会を設けて自身の保育

に生かせるようにする。中堅教諭は、１年次教諭に教材、指導

方法を教える、全職員で若手教諭を支える等、組織的に取り組

み、教員の指導力を高める。 

Ａ Ａ 

体力の向上 Ｂ 

・今年度は、やや不足していたため、年に 4回講師を招聘し運

動遊びの会を行う。講師の指導方法を見て、教員自身も学び、

保育に生かす。年に 1度は親子運動遊びの会に位置付け、家庭

で簡単にできる運動遊びを教えていただき、保護者への啓発も

行いながら、体力向上を図る。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 

＊相談活動は、保護者よりもっと積極的に行う必要性を感じます。 

＊コロナ禍での限られた活動の中で子供たちのために工夫をしていただいているのが見られま

した。今後も子供たちのために尽力していただきたい。 

＊子供同士の喧嘩を通して子供たちがどのように成長していったか、また、先生方の対応の仕

方などお聞きしたかったです。 

＊コロナ禍でも先生の指導をよく聞きながら行動していたのではと思われます。 

＊活動の報告からも子供たちに自分たちで考えさせ自主的に行動をさせる点がすばらしいと思

います。 

 

項
目 

評価項目 
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状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

生

活

指

導
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園は、幼児の問題行動の予防

や解決に組織的に取り組んでい

るか。 

Ａ 
・副園長、担任、支援員、介助員が一丸となってチームで対応

する。そのための役割分担を確認する。子供の情報を全職員で

共有し、連携する。 
Ａ Ａ 

 園は、幼児が基本的な生活習

慣を身に付け、望ましい人間関

係を作るための心の教育を行っ

ているか。 

Ａ 

・幼保小中一貫教育で使用している生活リズムチェックカー

ドを用いて家庭と連携して生活習慣の改善に努める。 

直接的な交流は難しいが、近隣の保育園と連携し、例えばビデ

オレターを活用する等、工夫しながら互いに相手のことを知る

機会をもてるようにする。 

Ａ Ａ 

幼 稚 園 目 標 ・健康で明るい子供   ・思いやりのある子供   ・進んで取り組みやりとげる子供 

目指す幼稚園像 ・地域に愛され、地域とともに歩み、広く保護者や地域と連携した幼稚園 

目 指す 園 児像 ・やさしい子      ・げんきな子       ・すすんでとりくむ子 

目 指す 教 師像 ・聞いてあげる教師   ・体験させる教師     ・思いを受けとめる教師 
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 園は、幼児の安全を確保する

ための取組を行っているか。 Ｂ 

・全職員で遊具の使い方の共通理解を図って取り組む。朝会で

本日の保育についての話をする際、職員の立ち位置を確認す

る。安全教育プログラムを活用した研修会を年間３回以上開

く。 

Ｂ Ｂ 

 園は、幼児や保護者からの意

見や要望を把握し、保育活動の

点検や改善に役立てているか。 

Ａ 
・日頃よりいつでも話を聞く体制を整えている。また、保護者

アンケートを活用して要望を確認している。 Ａ Ａ 

     

学校関係者評価委員会の意見等 

＊しばらくの間、プール工事が続きますので大変かと思います。 

＊その時にあった安全対策をお願いします。 

＊まだ、ものごとに対して判断が難しい子供たちに、きちんと理由とともに取り組みをしてい

るように感じました。素晴らしいと思います。 

 

項
目 
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達成
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改善策 
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について 
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ついて 

園

の

管

理

運
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園は、管理職の経営方針に基

づいた、組織的な教育活動・園運

営を行っているか。 

Ｂ 
・行事や園全体での保育に関して、組織的な運営を行ってき

た。引き続き担任同士、担任と介助員が話し合いを密にすると

ともに、全職員で連携を図り効果的な保育を行っていく。 

Ｂ Ｂ 

 園は、幼児の実態に合わせた

具体的な目標の設定及び評価を

適切に行っているか。 
Ａ 

・日々の振り返りの中で目標に対する評価を行い、改善を図り

ながら、実態や発達を捉えて保育を行う。また年間 2回、幼稚

園評価を行い、教育計画の見直しや改善策を考え、教育活動に

生かしていく。 

Ａ Ａ 

 園には、適切な教育活動が行

える環境・設備等が整えられて

いるか。 

Ｂ 
・日常的に全職員が環境の点検整備に努め、改善点については

速やかに対応できるようにする。 Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 
＊保護者のアンケートを見ると、小学校併設のよさと難しさを感じました。 

＊前年と評価が同じに対して、改善策が同じでは改善されないのではないか。 

２ 令和２年度学校評価のまとめ 

教育については、「自然に関わる指導」「運動遊びの充実」が不足しているという意見があった。栽培活動、戸外での遊びを工夫しな

がら取り入れ改善を図る。 

「幼稚園を楽しみにしている」（100％）「友達と仲良く様々な活動に積極的に取り組んでいる」（97％）は高評価であった。より子供

に寄り添った指導や配慮を行うこと、一人一人が自己を発揮できるようにすることに重点を置き、教育活動の充実に努める。 

幼稚園の様子がよく分からないという意見があるが、映像や写真等で保育を可視化することで、保護者に幼稚園の様子を分かりやす

く伝える。また、子供の姿を丁寧に伝えていくことが必要である。 

幼稚園と保護者が共催で行う行事について、園児数減少に伴い保護者が不安を感じている様子が見られるので、これまでの内容を見

直し、軽減するための改善策を出しながら、保育活動を進めていく。 

以上の通り報告いたします。 

墨田区立曳舟幼稚園  園長  吉岡 大司  公印 
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園は、教育方針や日常の保育

活動の様子などを分かりやすく

伝えているか。 

Ｂ 
・保護者と直接話す機会が多い。幼稚園では、保育の様子や保

育方針を日常的に伝えることができる。今後も保護者との信頼

関係をさらに密にするために努力する。 
Ｂ Ｂ 

 園は、保護者や地域の理解や

協力を得て教育活動を進めてい

るか。 

Ａ 
・保護者アンケートでは、90％以上の肯定的な評価をいただい

た。概ね理解や協力を得て教育活動を進めていると言える。今

後も保護者の会役員を中心に協力して教育活動を進めていく。 
Ａ Ａ 

  

幼保小中一貫教育の充実 
Ｂ 

・コロナ禍で交流することはできなかったが、併設園のよさ

で、児童の様子や教員の指導を見ることができた。今後は、小

学校と連携し、取組内容を工夫しながら、互いに幼児児童や教

育内容について相互理解を図り、滑らかな接続を図れるように

する。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 

＊地域との連携について触れられていませんのでＢにしました。 

＊こんな時代だからこそ、連携を大事にしてください。 

＊現在の環境的に難しいことが多いと思いますが、頑張ってください。 


